
（別紙）

〔Ⅰ〕 第３３回「水の週間」の運営方針

１ 第３３回「水の週間」のテーマ

気候変動等に起因する渇水リスクの上昇等を踏まえ 『水を大切に使う社会』を推、

進することが重要である。

そこで、第３３回「水の週間」のテーマは、下記のとおりとする。

『将来を安全・安心に暮らすため、水を大切に使う社会へ』

２ 第３３回「水の週間」のコンセプト

昨年は、四国地方の水がめ早明浦ダムにおいて、２０日間利水の貯水容量がゼロに

なるなど、深刻な渇水に見舞われました。その一方で、関東や中部、関西、南九州地

方では、ゲリラ豪雨と言った言葉を耳にするようになり、集中豪雨による被害も多く

発生するなど、最近雨の降り方が以前に比べて変化してきたことを実感するようにな

ってきました。

今後、気候変動等により、渇水や洪水の頻度がますます増加することが予想されて

います。そのような状況に対応するためには、計画的に水資源の開発や合理的な水利

用を進めるとともに 私たちが暮らすこの社会を節水や水資源の有効利用が進んだ 水、 「

を大切に使う社会」にしていくことが重要です。

「 」 、 、 、水を大切に使う社会 とは 私たち一人一人が 雨水や風呂の残り湯の再利用や

無理のない節水をすすめ、必要なところでは水を使い、水をはぐくむ環境を守るとい

った、水に関するメリハリのあるライフスタイルのことです。このことにより、ダム

等水源の温存による渇水リスク対応や周辺環境の向上につながるとともに、取水及び

排水、浄水等に要するエネルギーが削減されるといった効果が期待できます。

まずは、水の貴重さや大切さを知り、私たちの日常の水の使い方を見直すことから

始めましょう！



〔Ⅱ〕 中央行事計画

１ ウォーターフェア '０９東京

主 催 国土交通省、東京都、水の週間実行委員会

後 援 文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省、

（予定） （独）水資源機構、(財)日本科学技術振興財団、日本放送協会、

(社)日本新聞協会

協 力 サントリー株式会社、ＴＯＴＯ株式会社

（１）水を考えるつどい

日 時 ７月３１日（金） １３：３０～１６：００

場 所 科学技術館サイエンスホール（千代田区北の丸公園２－１）

内 容 ・主催者挨拶

・表彰式

・水源地域からのメッセージ

・利根川上下流交流

・パネルディスカッション

入場料 無料（事前申込みが必要です。国土交通省土地・水資源局水資源部

ホームページ（ をhttp://www mlit go jp/tochimizushigen/mizsei/index html. . . . ）

ご覧ください ）。

（２）水の展示会

日 時 ７月３１日（金）～８月２日（日）9 30～16 50: :
展示期間（３日間） ※初日のみ10 30～16 50: :

場 所 科学技術館 ２階Ｃ室及びＧ棟

内 容 テーマ展示、一般展示、企業展示、隅田川浄化関連展示

入場料 無料

２ 第２９回「ウォーターフェア隅田川レガッタ」

日 時 ８月２日（日）１１：００～（予定）

（１）第２９回「ウォーターフェア隅田川レガッタ」

主 催 （社）東京都ボート協会、水の週間実行委員会

場 所 隅田川言問橋上流～吾妻橋（大会本部：墨田区役所前親水テラス）

出 漕 一般男子エイトほか

（２）第３３回 ”水の週間”記念 隅田川シティアピール

主 催 国土交通省、東京都、水の週間実行委員会

場 所 墨田区役所うるおい広場

内 容 打ち水、シティアピール、隅田川浄化関連展示、雨水利用展示、

早慶レガッタパネル展示

３ 水の週間一斉打ち水大作戦

日 時 ８月３日（月）１２：３０～

主 催 国土交通省、水の週間実行委員会

協 力 東京都

場 所 霞ヶ関合同庁舎３号館正面玄関前ほか

内 容 日時指定の一斉打ち水大作戦、パネル展示等


